
East Japan Railway Workers’ Union SENDAI

東日本旅客鉄道労働組合 仙台地方本部

2023年10月３０日No.20

JR東労組仙台

東北三地本HP

発行者：佐々木克之

編  集：情宣部

2018 2020 2021 2022

6,000

5,000

4,000

3,000

1,000

2,000

【取締役、一人当たりの報酬額の推移】
（万円）

■2018年度（コロナ前）
【報酬総額】15名で6億7600万円

一人当たり4506万円
■2021年度
【報酬総額】11名で3億9100万円

一人当たり3554万円

■2022年度
【報酬総額】 9名で4億6400万円

一人当たり5155万円

社員には「目標未達」「コロナ前には戻らない」と述べで、我慢を強いておいて
役員報酬はコロナ前以上となっています！これって、おかしくないですか？

私たちの生活実感・労働時間は厳しくなるばかり…。

組織再編や「融合と連携」などの会社施策により業務が

複雑化する中、業務量が増！負担がさらに増！
主要１９５社の１０月の食品値上げは４６３４品目で、

前月（２１４８品目）の２倍超となった！

その他にも円安や原油価格の影響で光熱費など
の多くが値上げされている！

※帝国データバンクより引用

≪～労働実感～≫ ≪～生活実感～≫

私たちの労働実感・生活実感が厳しくなって

いる中で、役員報酬はコロナ前よりも増!!

1601万円増！
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役員報酬だけは
コロナ前以上の水準を確保！

私たちの年末手当はこのままで良いのでしょうか？東労組に結集し、共に要求を実現しよう！
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